
今頃、説明会！？
廃止ありきのアリバイづくり

地元住民からは不満の声が相次ぐ

ＪＲ東海初めて地元説明会開く
台風18号による被害で、不通が続いている名松

線・家城～伊勢奥津駅間のバスへの切り替えをＪ

Ｒ東海は、12月19日、津市・美杉総合開発セン

、 。ターで はじめて地元住民への説明を行いました

ＪＲ東海の中村満・東海鉄道事業本部長は「こ

のままで安全で安定した鉄道輸送は不可能」と説

。明しました

廃止発表後の説明に住民からは不満の声
説明会で住民からは「廃止発表前に相談もな

く、廃止ありきの説明会ではないのか 「なぜ。」

バス運行の方が安全なのか 「弱者を切り捨て。」

ないで 」など不満の声が相次ぎました。。

交通弱者を切り捨て、台風被害を口実に赤字

路線を廃止したい会社説明の本音を、見透かし

たように、 地元住本当に鉄道を必要としている

民は、納得がいかないと話し合いは平行線をた

どりました。

。ＪＲ東海の簡単に弱い者を切り捨てる姿勢に、私たちも反対します

ＪＲ東海労なごや
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